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1 はじめに

WIDEインターネットのような広域なネットワークを運用し続けていくた

めには，トラフィックモニタリングを多地点，かつ長期間行い，ネットワー

クの現状に適した通信機器の設置，設定を行う必要がある．

しかし，現存するネットワークモニタリングツールは長期に渡ってトラフィッ

クの傾向を収集し続けることが難しい．

そこで，WIDEプロジェクト/mawiワーキンググループでは収集したトラ

フィックを効果的に集約することによって，ネットワークの特徴を抽出するこ

とのできるトラフィックモニタリングツールAGURI[1]の設計，実装を行った．

AGURI(Aggregation-based Traffic Profiler)は，1)トラフィック中の特徴

的なフロー傾向を残しつつ，2) 短期間から長期間に渡って利用可能なトラ

フィックモニタリングツールである．

AGURIは以下に示す 4種類のネットワークサマリ情報を作成する．

• 送信元 IPアドレス

• 受信先 IPアドレス

• IPバージョン + プロトコル + 送信ポート番号

• IPバージョン + プロトコル + 受信ポート番号

この 4種類のネットワークサマリを定期的に出力することによって，ある

短時間のネットワーク状態の特徴を知ることができる．

更に，AGURIは一度 AGURIで作成したネットワークサマリからもデー

タを入力することができ，複数のサマリを同時に入力することもできるので，

ある短時間のサマリを組み合わせてAGURIに入力することによって，可変

長の時間のネットワーク状態の特徴を知ることができる．

WIDEプロジェクトでは 2006年 7月に国際線の契約変更，収容変更を行

なった．今年度の報告書では，国際回線の変更以前，以降のトラフィック状

態の比較を行なう．

2 収集データ

WIDEプロジェクトで利用している 2本の国際線のうち，1本は他 ASと

BGPpeerを張っている地点においてWIDEインターネットの入り口側でデー

タ収集を行っている (samplepoint1)．

他の 1本はWIDEの利用している国際線日本側 (samplepoint2)でそれぞ

れデータ収集を行っている．

以下に示す 2地点において国際線のデータを収集している．

1. samplepoint1 trans-Pacific line(18Mbps CAR on 100Mbps link)

2. samplepoint2 US-Japan line(100Mbps transit)
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図 1: データ収集地点

3. samplepoint3 US-Japan line(Japan side 60Mbps POS)

2006年 7月の国際線の契約変更，収容変更では，transitを 18Mbps CAR on

100Mbps link から，100Mbps transitへの変更が行なわれた．そのため，今

年度の報告書では，samplepoint1の 4,5,6月のトラフィックデータと10,11,12

月のトラフィックデータの比較を行なう．

以降，samplepoint1における 4,5,6月のトラフィックデータを’移行前デー

タ’ ，samplepoint2における 10,11,12月のトラフィックデータを’移行後デー

タ’とする．

移行前データ，移行後データとも，IN/OUTを合計したトラフィック量を

示している．

3 収集データ

移行前，移行後データを図 2から図 9に示す．

表 1: トラフィック傾向一覧表

移行前 移行後

宛先 IPアドレス 図 2 図 3

送信元 IPアドレス 図 4 図 5

宛先ポート番号 図 6 図 7

送信元ポート番号 図 8 図 9

移行前，移行後のトラフィック総量を比較した場合，移行前のトラフィッ

ク量は 平均 28.10Mbpsであるのに対し，移行後のトラフィック量は，平均

78.32Mbpsに増加している．アドレス毎，プロトコル毎のトラフィック傾向

の変化を分析した上で，移行に伴うトラフィック量の変化に関して考察を行

なう．
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図 2: 移行前宛先 IPアドレス

 0

 20

 40

 60

 80

 100

 120

 140

09/30 10/14 10/28 11/11 11/25 12/09 12/23 01/06

 T
ra

ffi
c(

M
bp

s)
 

 (time) 

total
128.0.0.0/2
163.221.11.21
128.0.0.0/1

202.0.0.0/7
64.0.0.0/3
203.178.137.175
150.65.7.130

図 3: 移行後宛先 IPアドレス
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図 4: 移行前送信元 IPアドレス
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図 5: 移行後送信元 IPアドレス
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図 6: 移行前宛先ポート
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図 7: 移行後宛先ポート
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図 8: 移行前送信元ポート
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図 9: 移行後送信元ポート
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図 2から図 9に示した長期的トラフィック傾向から抽出できた情報を表 2,

表 3に示す．

表 2: 識別された IPアドレス
graph IPアドレス hostname

図 2,図 3 150.65.7.130 ftp.jaist.ac.jp

図 3 163.221.11.21 mozilla-mirror.naist.jp

図 3 203.178.137.175 ftp.nara.wide.ad.jp

表 3: 識別されたポート番号
graph ポート番号 プロトコル/アプリケーション

図 6,8,9 4:6:80 HTTP

図 8 4:6:873 rsyc

図 9 4:6:6881 BitTorrent

図中，表中に出て来る “4:6:80”とは IPバージョンが 4，プロトコル番号が

6(つまりTCP)，送信元ポート番号が 80(つまりHTTP)ということを示して

いる．

ここに示した図は 2つの情報を持っている．

• 折れ線グラフ

回線を占めているトラフィックの属性を視覚的に見ることができる．

今回取り上げたWIDEインターネット国際線の例では，全トラフィッ

ク量の推移と HTTPデータの割合を把握できる．

• 項目

折れ線グラフの下にリストアップされる項目数は，AGURIによって設

定することができる．この項目は全トラフィック中の占有率順にリスト

アップされるのため，回線を使用している組織や使われているアプリ

ケーションを検知することができる．

送信元，宛先 IPアドレスからは，特定の組織の IPアドレス空間と特定の

ホストを検出できた．

特に 2005年度のWIDE 報告書と比較した場合，2005年度に観測された

jaist.ac.jpを宛先としたトラフィックを引き続き抽出できた．

また，特定のホストにトラフィックが集中している様子も観察できた．抽

出された’150.65.7.130’,’ 163.221.11.21’,’203.178.137.175’という IPアドレス

は，3つともWIDEプロジェクト内に設置されている公開FTPサーバである．

送信元ポート番号からは，特定のポートを使用したアプリケーションを検

出できた．

今年度も引き続きHTTPトラフィックの観測に加えて，今年度からBitTor-

rrentという Free Speech Toolのトラフィックを検出できた．また，2005年

度に観測された rsyncトラフィックは，移行前には観測する事ができたが，移

行後のデータにおいては，他のアプリケーションのトラフィック量増加に伴っ

て割合的に減少したため，観測することができなかった．
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4 結論

本章では，AGURIを用いたWIDEインターネット国際線のトラフィック

傾向を述べた．

WIDEインターネットのような広域なネットワークを運用し続けていくた

めには，トラフィックモニタリングを多地点，かつ長期間行い，ネットワー

クの現状に適した通信機器の設置，設定を行う必要がある．

しかし，現存するネットワークモニタリングツールは長期に渡ってトラフィッ

クの傾向を収集し続けることが難しい．

WIDEプロジェクト/mawiワーキンググループでは収集したトラフィック

を効果的に集約することによって，ネットワークの特徴を抽出することので

きるトラフィックモニタリングツールAGURIを用い長期に渡る国際線のト

ラフィック傾向を明らかにした．

実際に AGURIを用いてWIDEインターネット国際線でデータを収集し，

対象とした国際線のトラフィックの傾向を明らかにした．

WIDEプロジェクトでは，AGURIの開発をすすめると共に，WIDEイン

ターネットのバックボーンにおいてAGURIを運用し続けている．これらの

データは http://mawi.wide.ad.jp/mawi/から参照可能である.
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